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第
２
章　

総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
の
開
設

新
生
児
外
来
を
優
先

　

平
成
18
年
12
月
、
同
年
春
に
閉
校
し
た
市
立
高
等
看
護
学
校
の
跡
ス
ペ
ー
ス
（
約
１
５
０
０
平
方
㍍
）
の
活
用
を
進
め
て

い
た
当
院
は
、
２
号
館
１
階
の
一
部
を
改
造
、
新
生
児
外
来
と
臨
床
心
理
室
を
オ
ー
プ
ン
し
た
。
病
院
は
「
現
在
仮
住
ま
い

で
や
っ
て
い
る
新
生
児
と
臨
床
心
理
室
の
外
来
を
優
先
さ
せ
た
。
患
者
を
ゆ
っ
く
り
遊
ば
せ
た
り
、
寝
返
り
が
打
て
る
待
合

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
た
い
」
と
説
明
。

　

未
熟
児
や
重
症
新
生
児
を
治
療
す
る
新
生
児
セ
ン
タ
ー
に
は
、
外
来
部
門
が
な
く
、
退
院
後
の
相
談
や
長
期
フ
ォ
ロ
ー
の

た
め
に
来
る
患
者
や
親
に
は
、
空
き
部
屋
な
ど
を
使
っ
て
対
応
し
て
い
た
。
病
院
で
は
手
狭
に
な
っ
て
い
る
セ
ン
タ
ー
を
高

等
学
校
跡
に
拡
充
す
る
方
針
で
、
そ
の
一
環
と
し
て
新
生
児
外
来
診
察
室
を
設
置
し
た
。
18
年
度
予
算
で
７
４
０
０
万
円
を

改
築
工
事
費
と
し
て
計
上
し
て
い
た
。
新
設
の
外
来
診
察
室
（
約
65
平
方
㍍
）
に
は
待
合
室
を
確
保
。
床
に
マ
ッ
ト
を
敷
い

て
、
歩
け
な
い
患
者
が
寝
た
ま
ま
待
て
る
よ
う
に
し
た
。

　

臨
床
心
理
室
は
、
そ
れ
ま
で
脳
外
科
内
で
木
曜
日
だ
け
精
神
科
の
専
門
医
師
が
来
院
し
て
診
察
し
て
い
た
。
患
者
が
増
え

て
き
た
た
め
、
外
来
診
察
室
を
新
設
、
診
察
日
も
増
や
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

一
方
、
２
号
館
２
階
部
分
は
、
同
年
10
月
か
ら
診
療
材
料
を
適
正
に
管
理
す
る
た
め
の
「
物
流
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
稼
働
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さ
せ
た
。
セ
ン
タ
ー
は
教
室
２
室
分
を
つ
な
げ
て
倉
庫
に
改
造
。
中
央
材
料
室
か
ら
注
射
器
・
針
、
カ
テ
ー
テ
ル
な
ど
の
消

耗
品
を
移
し
た
。
こ
れ
ま
で
各
診
療
科
の
倉
庫
に
少
量
ず
つ
持
ち
込
ん
で
い
た
器
材
を
、
一
括
セ
ン
タ
ー
管
理
し
て
無
駄
を

省
き
、
経
費
の
節
減
に
つ
な
げ
る
。
寮
だ
っ
た
６
階
は
、
研
修
の
宿
泊
に
利
用
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
開
設

　

平
成
19
年
１
月
、
先
天
的
な
異
常
や
合
併
症
の
た
め
長
期
間
の
療
育
が
必
要
な
乳
幼
児
を
対
象
に
し
た
「
発
達
支
援
集
中

治
療
室
（
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）」
10
床
を
開
設
し
た
。
家
庭
で
の
介
護
が
難
し
い
長
期
入
院
児
に
よ
っ
て
新
生
児
集
中
治
療
室
（
Ｎ

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
が
満
床
に
な
り
、
新
た
な
重
症
新
生
児
の
受
け
入
れ
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
問
題
と
な
る
中
、
病
院
は
「
長
期
入

院
児
の
受
け
皿
を
つ
く
る
こ
と
で
、
１
人
で
も
多
く
の
重
症
新
生
児
を
受
け
入
れ
た
い
」
と
取
り
組
ん
だ
。
日
本
産
婦
人
科

医
会
は
「
公
立
病
院
で
の
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
開
設
は
前
例
が
な
く
、
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
れ
ば
」
と
期
待
を
寄
せ
た
。

　

周
産
期
医
療
セ
ン
タ
ー
に
は
、
新
生
児
用
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
32
床
、
症
状
が
落
ち
着
い
た
乳
児
を
対
象
に
し
た
Ｇ
Ｃ
Ｕ
（
回

復
期
治
療
室
）
が
48
床
あ
る
が
、
計
80
床
の
う
ち
12
床
は
１
歳
か
ら
６
歳
の
長
期
入
院
児
が
利
用
す
る
。
こ
の
中
に
は
重
度

心
身
障
害
児
施
設
に
空
き
が
無
い
場
合
や
症
状
が
重
く
施
設
で
対
応
で
き
な
い
子
供
も
い
る
。
開
設
さ
れ
た
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
約

１
２
０
平
方
㍍
、
ベ
ッ
ド
12
床
。
人
工
呼
吸
器
や
吸
引
装
置
を
備
え
る
。
救
急
施
設
の
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
は
、
医
療
ス
タ
ッ
フ
が

常
時
、
集
中
治
療
に
当
た
り
、
入
院
児
と
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
は
仕
切
り
を

設
け
、
ベ
ッ
ド
や
い
す
を
置
き
、
面
会
に
来
た
家
族
が
子
ど
も
と
添
い
寝
し
た
り
、
触
れ
合
っ
た
り
出
来
る
ス
ペ
ー
ス
も
確
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保
し
た
。

　

日
本
産
婦
人
科
医
会
の
平
成
16
年
の
全
国
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
に
１
年
以
上
入
院
し
て
い
る
患
者
は
、
把
握

で
き
た
だ
け
で
１
３
０
人
。
う
ち
６
割
は
退
院
の
見
通
し
が
立
た
ず
、「
近
く
に
受
け
皿
と
な
る
施
設
が
な
い
」
と
す
る
回

答
が
６
割
を
超
え
た
。
長
期
入
院
の
乳
幼
児
を
抱
え
た
中
核
病
院
で
は
、
重
症
の
患
者
が
続
く
と
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
が
す
ぐ
満
床
に

な
り
、
熊
本
や
福
岡
で
は
受
け
入
れ
を
依
頼
さ
れ
た
危
険
な
状
態
の
妊
婦
の
３
～
５
割
を
断
っ
て
い
る
実
態
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。
同
会
や
日
本
医
師
会
は
17
年
７
月
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
の
後
方
支
援
施
設
の
充
実
を
国
に
要
望
し
た
が
、
前
進
し
て
い
な

か
っ
た
。

　

一
方
、
Ｄ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
開
設
と
ほ
ぼ
同
時
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
新
生
児
集
中
治
療
室
）
を
４
床
増
床
す
る
と
と
も
に
、
新
生
児
科

看
護
師
の
体
制
を
「
７
対
１
」（
患
者
７
人
に
対
し
て
看
護
師
１
人
）
に
変
更
、
新
生
児
セ
ン
タ
ー
の
充
実
を
図
っ
た
。

「
総
合
周
産
期
」
セ
ン
タ
ー
開
設

　

平
成
19
年
11
月
、「
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
」
が
開
設
さ
れ
、
周
産
期
医
療
部
門
の
高
度
化
が
さ
ら
に
進
ん
だ
。

　

ハ
イ
リ
ス
ク
妊
婦
に
対
す
る
医
療
や
高
度
な
新
生
児
医
療
を
24
時
間
受
け
入
れ
体
制
で
行
う
「
総
合
周
産
期
母
子
医
療
セ

ン
タ
ー
」
は
、
厚
生
労
働
省
が
各
都
道
府
県
に
１
カ
所
以
上
の
設
置
を
目
指
し
て
お
り
、
鹿
児
島
、
宮
崎
を
は
じ
め
数
県
に

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
奈
良
県
で
妊
婦
搬
送
拒
否
問
題
が
起
き
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
鹿
児
島
県
で
も
急
務
と
な
っ
た
。

　

セ
ン
タ
ー
指
定
に
は
、
母
体
・
胎
児
集
中
治
療
室
（
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
６
床
以
上
、
新
生
児
集
中
治
療
室
（
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
９
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床
以
上
な
ど
が
条
件
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ほ
ぼ
同
等
の
水
準
を
持
っ
て
い
た
市
立
病
院
で
は
産
婦
人
科
施
設
の
一
部
を
改

良
し
、
同
年
８
月
、
Ｍ
Ｆ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
６
床
を
整
備
、
14
人
体
制
の
助
産
師
も
配
置
し
た
。
新
生
児
セ
ン
タ
ー
は
全
国
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
80
床
で
、
こ
の
う
ち
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
36
床
と
す
で
に
基
準
を
上
回
っ
て
い
た
。

　

市
立
病
院
の
周
産
期
母
子
セ
ン
タ
ー
で
は
平
成
18
年
度
、
比
較
的
リ
ス
ク
が
高
い
分
娩
を
９
３
９
件
、
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩

を
５
６
０
件
扱
っ
た
。
ハ
イ
リ
ス
ク
分
娩
の
う
ち
４
３
２
件
は
帝
王
切
開
、
他
施
設
か
ら
の
母
体
搬
送
は
１
６
５
件
だ
っ

た
。
病
院
で
は
19
年
９
月
に
「
総
合
セ
ン
タ
ー
」
指
定
を
県
に
申
請
。
県
周
産
期
医
療
協
議
会
の
同
意
を
経
て
同
10
月
30

日
、
県
庁
で
吉
田
紀
子
保
健
福
祉
部
長
が
指
定
書
を
上
津
原
甲
一
院
長
に
手
渡
し

た
。
上
津
原
院
長
は
「
万
一
の
際
は
市
立
病
院
が
必
ず
引
き
受
け
る
こ
と
で
、
県
内

産
婦
人
科
医
師
の
後
方
支
援
施
設
と
し
て
充
実
を
図
り
、
県
民
に
安
心
を
与
え
た

い
」
と
語
っ
た
。

指定書を受ける上津原院長




